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　　　（PI）André BRETON,  Œuvres complètes I, Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, 1988
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 7 ） Markus GABRIEL, Warum es die Welt nicht gibt, Ullstein, 2013 Pourquoi le monde n’existe pas , traduit de 











































哲学の本質と規範であるとみなすことができると私には思われた。」（Ferdinand ALQUIÉ, Philosophie 




















ルはドーナツの例を引き合いに出しているわけではない。（Jacques-Alain MILLER, Montré à Prémontré, 
in Analytica 37, 1984, pp.28-29）
13）Michel CHION, Le son au cinéma, Cahiers du Cinéma Livres, 1985











る。（Jacques LACAN, L’aggressivité en psychanalyse,1948, R.F.P XII, pp.367-388, Écrits, Seuil, 1966, pp.101-
124）
15）ブルトンが『ナジャ』において「私は誰か」という問いを投げかけるのは、何もこのテキストだけの
ことではなく、ブルトン自身が以前から抱えていた問題なのである。1916年 8 月以来、自身に感じて
いる矛盾を前にして、彼はテオドール・フランケルに次のように書いている。「ああ！　しかし私は
誰なのだ。」1920年10月24日に、彼は同じようにシモーヌ（彼の最初の妻である）に書いている、「私
は誰なんだ。」「常に同じであるためにあなたはどのようにしているのか。」と彼女に 9月27日に尋ね
た後である。『失われた足跡』のいくつかのテキスト、1924年の『シュルレアリスム宣言』は、この
質問が年とともに深まっているのを明らかにしている（PI p.1523）。ちなみに、『サイコ』においてノー
マンは、他者である母親の欲望に支配され、同一化される。母親の仮面をかぶった母親の代弁者とい
う立場であり、ここにおいてノーマンは自分の仮面をかぶった自己同一性を永遠に喪失することにな
る。
－　 －234
